
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和7年度学校評価 結果・学校関係者評価

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●学力の向上

○自分の考えをもち、表現できる力
の育成

○「自分の考えをもち、表現することができ
た」に肯定的な回答をする生徒の割合を80％
以上。
○「家庭学習に2時間以上、計画的に取り組
んでいる」と答えた生徒の割合60％以上。

・生徒が関心を持ち、かつ取り組みやすい学
習課題を提示し、自分で考え判断し、さまざ
まな手段で表現する活動を仕組む。
・生徒による授業アンケートを学期に１回実
施し、授業改善を行う。

Ｂ

・全学年英語TTによる指導体制をつくり、つまずいている生
徒への指導充実を図っている。
・生徒自身の考えを表現させる場としての、パフォーマンス課
題を設定した授業づくりに努めている。
・フォーサイトを書く習慣づけができた。今後使い方を改善
し、セルフマネジメント力を向上させる。

Ｂ

・教師アンケートで、「生徒が考え、表現する言語活動を授業中に組み込む」に肯定的な回答
をする教師の割合が、83％を達成した。一方で、生徒アンケートで「自分の考えをもち、表現す
ることができた」に肯定的な回答をした割合は、78％で目標をわずかに下回った。生徒が表現
できるよう基礎基本をしっかりと定着させるなどきめ細かい指導が必要である。
・「家庭学習を2時間以上取り組んでいる」に肯定的な回答をする割合は58％と目標をやや下
回った。フォーサイトの活用を含め、改善していく必要がある。

Ｂ

・目標をもって学業に取り組んでいる生徒とそうではない生徒との学
習に対する意識の違いが大きいと感じる。なぜ学習が必要なのかを
生徒が認識させ取り組むことが大切と感じる。
・３年生は進路を本気で考えなければならないが、１・２年生はその実
感がないのではないだろうか。
・家庭学習を2時間以上取り組むことはハードルが高い。目指す進路
によってやり方を変えてよいと思う。
・目標はおおむね達成できていると思うが、学力向上という目標に対
し、成果指標に学力そのものの指標がないので、次年度はその点も
検討してほしい。
・基礎基本をしっかり定着させるためのきめ細やかな指導方法の工
夫・改善に努め、学力向上へとつなげてほしい。

学力向上コーディ
ネーター

●児童生徒が、自他の生命を尊重す
る心、他者への思いやりや社会性、
倫理観や正義感、感動する心など、
豊かな心を身に付ける教育活動

○「道徳の授業を受けることは楽しい」と答え
た生徒の割合80％以上。
○「深い学びにつながるよう、考え、議論する
道徳の授業の実践に取り組んでいる」と答え
た教員の割合70％以上。

・人権集会や平和集会を実施する。
・学年を中心にティーム・ティーチングによる
授業を実践し、道徳教材の工夫改善と授業
の充実を図る。
・自他を尊重する態度を称賛する場を設定す
る。 Ａ

・7月9日に平和集会を実施した。
・学年の道徳担当を中心にティーム・ティーチングによる授業
を計画的に実施できている。
・グループエンカウンターを実施し、自己理解や他者理解を
深め、親密な人間関係を築くための活動を行っている。 Ａ

・具体的取組は、ほぼ計画通り実施することができた。
・道徳の授業については、これまでの取組を継続し、ティーム・ティーチングによる授業を計画
的に実施した。
・道徳科の授業研究会を実施し、道徳の授業改善に努めた。
・「学校は、自他の生命を尊重し、思いやりの心を子どもたちに育んでいるか」に肯定的な回答
をした保護者の割合は91%だった。
・自己理解、自己主張、他者理解等を目的とした1分間スピーチやグループエンカウンターを学
活、帰りの会で実施した。

Ａ

・道徳の授業研究会を実施し授業改善を図ったり、TTによる授業をし
たりするなど、計画的かつ組織的な教育活動はおおいに評価でき
る。
・思春期の子供たちの心の教育は難しいと思うが、保護者へアン
ケートをとるなどして複数の目で評価しようとしていることはよいことだ
と感じる。

・道徳教育推進
教師
・人権・同和教育
担当

●いじめの早期発見、早期対応に向
けた取組の充実

○いじめ防止等について組織的対応ができ
ていると回答した教員の割合80％以上。
○「いじめや差別を許さず、自他を尊重し安
心・安全に留意してしている」と答えた生徒の
割合８０％以上。

・いじめ対応についての研修・会議を年間2回
実施する。
・学校生活に関するアンケートの実施とSCに
よる定期的な講話やカウンセリングの実施。
・いじめの早期発見・対応のための学校生活
アンケートの実施と職員の連絡体制の確立
を図る。 Ｂ

・夏季休業中にいじめ対応の研修会を実施した。
・学校生活に関するアンケートを毎月実施して「いじめの早期
発見」につなげることができている。
・昨年度よりコミュニケーションスキルの育成に努め、良好な
人間関係の築き方について考える機会を設けている。
・休み時間や昼休み等も臨場指導を行っている。 Ｂ

・学校評価アンケートにおいて、「学校は楽しいですか」に肯定的な回答をした生徒の割合は、
90％だった。また、「あなたは、いじめや差別を許さず、相手の気持ちを考えて生活しています
か」では96％が肯定的に捉えていた。そのような結果が示されたのは、教職員も日頃からいじ
めの早期発見に努めているからである。
・「組織的な対応ができている」と肯定的な回答をした教職員は87％であり、準備時間や昼休
み等の臨場指導を含め取り組んでいる。その一方で、13％の教職員が肯定的な意見ではない
状況である。そのようなことから、今まで以上に対応の窓口を一本化し、誰もが理解し取り組め
るようなシステムの構築の必要がある。

Ｂ

・生徒自身が「学校が楽しい」90％は評価できる。これが大事だと思
います。
・いじめ等を隠すことなく実態把握に努められている。
・とりわけ問題となる事象がないのは良いと思うが、いじめの基準が
あいまいになっていると思うのできちんと示してほしい。また、いじめ
が発生した場合に被害者が転校したり不登校になったりしないよう、
加害者への指導や対応についても方向性を示してほしい。
・「いじめを許さず相手の気持ちを考えて生活していますか？」の問い
には、「はい」と答えるしかないと思う。日々の様子から情報収集をす
ることが大事だと思う。

生徒指導主事

●児童生徒が夢や目標を持ち、その
実現に向けて意欲的に取り組もうと
するための教育活動。

●「先生はあなたのよいところを認めてくれて
いると思う」と回答した児童生徒８０％以上
●◎「将来の夢や目標を持っている」につい
て肯定的な回答をした児童生徒７５％以上

・職業調べ、職場体験、進学説明会など学年
ごとの体験的な活動を生かしながら、正しい
職業観や見通しをもって進路を選択する態度
や意識を養い、進路学習を充実させる。
・「キャリアパスポート」を活用し、将来の進路
について考えさせる機会を設定する。 Ｂ

・1年生はキッザニア福岡で職業体験を、2年生は職場体験
学習を実施し、社会の一員としての意識や、働くことへの興
味・関心を高めることができた。３年生は進路選択の参考と
なるように高校説明会を実施できた。
・キャリアパスポートに関しては、年度初めに行事ごとに一枚
ずつファイリングすることを全体で周知できた。

Ａ

・地域の事業所の協力を得ながら、職場インタビューや職場体験学習を計画通りに実施するこ
とができた。
・キャリアパスポートに関しては、行事や学期末ごとにファイリングすることができており、１年
生ではキャリアパスポートの活用についての学年集会も実施できた。
・「先生はあなたのよいところを認めてくれていると思う」について肯定的な回答をした生徒は、
93%だった。また、「将来の夢や目標を持っている」について肯定的な回答をした生徒は、76％
であった。いずれも昨年度より向上はしているが、さらなる進路指導の充実に努め、生徒一人
一人のキャリア発達を促す、きめ細かで温かい指導・援助を目指していく必要がある。

Ａ

・文化発表会での生徒の行動に、自ら考えて行動する生徒の自発的
な活動を見ることができた。
・生徒が「将来の夢、目標を持っている」の肯定的回答76％は評価で
きる。
・自分の将来について考えることが、学習意欲や生活における目標
につながると思う。

進路指導主事

○教育相談の充実 ○「学校生活の中で相談できる人（先生、ス
クールカウンセラーや友達など）がいる」と肯
定的に回答する生徒85％以上
○「学校はＳＣやＳＳＷと連携した教育相談
体制が機能している」と答えた教員の割合
85％以上。

・教育相談週間を年に２回設定し、全職員で
生徒の相談にあたる。
・毎週教育相談部会を開催し、ＳＣやＳＳＷの
助言をもとに生徒の実態に応じた対応ができ
る体制を整備する。
・Q-Uアンケートの研修会を実施する。

Ｂ

・6月に全校生徒対象に教育相談を実施し、担任とつながる
機会を作ることができた。
・毎週、教育相談部会を開催し、生徒の実態に応じた支援体
制ができつつある。
・夏休みにQ-Uアンケートの研修会を実施し、各学年で分析・
今後の支援について検討した。

Ｂ

・毎週、教育相談部会を開いて気になる生徒の状況について共通理解を図るとともに、SC、
SSW、関係機関と連携して対応を進めることができた。
・教師アンケートで「学校はＳＣやＳＳＷと連携した教育相談体制が機能している」と答えた教
員の割合は96％と昨年度に比べ向上した。
・「学校生活の中で相談できる人（先生、スクールカウンセラーや友達など）がいる」と肯定的に
回答する生徒は82％であった。
・QUアンケートの結果をもとに、各学年で分析・支援の成果の確認ができた。

Ｂ

・毎週、会議を行って生徒の共通理解を図り、生徒が「相談できる人
がいる」82％は十分な成果だと思う。
・十分に個々に話ができているでしょうか。子どもたちが声を発する機
会をつくってあげてください。
・何を相談してよいかわからない生徒もいるのではないだろうか。
・思春期生徒の心の教育は難しいと思うが、複数の目で見守ることが
大事である。

教育相談担当

●健康・体つくり

○「望ましい食習慣と食の自己管理
能力の育成」

○「健康に良い食事をしている」児童生徒７
０％以上
○朝食をとって登校する児童生徒９５％以上

・生徒会給食部の活動と連携し、「食」の大切
さについて考える活動を行う。
・江北小学校の栄養教諭と連携を図り、中学
２年生に食の授業を実践する。

Ｂ

・生徒会給食委員会の活動として、①給食の放送時間に、栄
養教諭による栄養指導原稿を放送②毎日の給食献立の栄
養黒板を確実に記入、を実施している。※今後、「給食感謝
集会」を予定
・給食ニュースの掲示により望ましい食習慣や食の自己管理
能力育成に向けての啓発を行っている。
・今後、2年生の技術・家庭科で、郷土の食材を使った料理に
ついての授業を、栄養教諭の協力を得て実施したい。

Ｂ

・生徒会給食部で給食感謝集会を実施した。前半は生徒会で、後半は栄養教諭の永田先生に
話をしていただいた。給食にたずさわってくださる様々な方たちへの感謝の気持ちに気づき実
感させることをねらう内容で構成してもらった。各自が自分の食に対する意識を見直す機会と
なった。
・２年生対象のアンケートでは、「健康によい食事をしている生徒」は、96.1％と高かった。た
だ、日常の給食時間に目を向けると、学年やクラスにより、偏食や小食の生徒、牛乳を飲まな
い生徒の問題があり、課題と感じる。

Ｂ

・今の時代、親も共働きで子より早く家を出る家庭が多いと思う。朝食
をとって登校する生徒95％は評価できる。
・学校としては十分な対応が出来ていると思うが、あまりにも食が生
徒、過度なダイエットをする生徒などには個別に対応し、家庭と協力
することが大切と感じる。
・郷土食材を使って料理を提供してほしい。

食育指導担当

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●業務効率化の推進と時間外在校
等時間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校等時
間の上限を遵守する。
●年間２０日の年次休暇のうち、職員1人当
たりの年次休暇の取得日数１４日以上

・3ヶ月ごとの月平均残業時間を45時間にす
る。
・定時退勤日や事務処理時間を設定する。
・ICTを活用した業務の効率化を図る。 Ｂ

・一人一人が計画的に業務を進めたことにより４～９月まで
の月平均残業時間が43.5時間であった。
・スキルをもった職員によるデジタル採点に関するミニ研修会
を実施することができた。 Ｂ

・学校運営上の工夫や会議等の精選・効率化を図ることで、時間外勤務時間平均４５時間を下
回ることができた。
・一部の職員でデジタル採点システムを活用するなど、業務の効率化に向けての試験的取組
を行うことができた。
・職員1人当たりの年次休暇の取得日数は11.3日であり、目標値を下回った。計画的に年休を
取得できる職場づくりが必要である。

Ｂ

・時間に縛られて、子どもたちとの対話ができているでしょうか。
・長期休業以外の有給取得環境を整備する必要がある。
・教職員が疲れ果てないような学校であってほしい。部活動指導者に
ついては、外部依頼を少しずつ始めた方がよい。
・デジタル採点システムがどのようなものか気になるが、教員の負担
軽減になるならよい。

校長、教頭、教務
主任

●特別支援教育の充実

○生徒の特性に応じた教育の充実 ○昨年度より特別支援教育が充実したと回
答する教員が80％以上。

・該当する生徒の個別の指導計画、教育支
援計画を100％作成する。
・特別支援教育に関する校内研修会を１回以
上実施する。

Ｂ

・該当する生徒の支援計画は100％作成できた。指導計画は
学期ごとに作成し、生徒の指導支援に生かしている。
・定期的に支援部会を実施し、日々の生徒への支援に生か
している。また、全職員への周知を図り、連携に努めている。
・夏季休業中に全職員対象の研修会を実施し、特別支援教
育についての理解を深めることができた。

Ｂ

・個別の教育支援計画については、保護者との面談を経て、該当生徒すべての計画を作成す
ることができた。指導計画については、支援学級担任を中心に日々の指導に生かしているが、
全職員に向けての共有・活用をどうしていくべきかが今後の課題である。
・外部から講師を招聘し研修会を実施した。また、支援部会等で話し合った内容については、
必要に応じて職員への周知を行うことができた。
・教員アンケートによると、「特別支援教育が充実している」に対する肯定的な回答は78％であ
り、昨年より数値を下回る結果となった。取組のさらなる充実を図るために、効果的な支援の
方法や手立てを検討していく必要がある。

Ｂ

・個別の支援計画を保護者と相談しながら作成している、というのは
良い。発達障害はケースバイケースなので、全職員周知は難しいと
思う。
・特別支援教育への保護者の理解が追い付いていない気がする。
・特別支援教育の充実に対する肯定的回答が高くないのは、学校が
ほしい教職員数が足りないからではないでしょうか。

特別支援教育
コーディネーター

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○小中連携教育

○小学校との連携推進 ○小学校との連携ができていると回答する教
員80％以上。

・教務、生徒指導、教育相談、特別支援教育
について、小学校との情報共有の場を設定
する。

Ｂ

・特別支援教育の充実を目指し、小中合同による研修会を８
月に実施した。
・、特別支援教育コーディネーターが中心となって特別支援
学級所属の児童及び保護者を対象とした授業参観を行い、
学びの継続性を意識した取り組みを実施した。 Ｂ

・小学校の特別支援学級在籍児童（小４～小６）を対象に、保護者も交えての授業参観と説明
会を実施し中学校生活への理解に努めることができた。
・令和８年度進学予定者で、特別な配慮を要する児童とその保護者に対する小中合同の懇談
会を個別に行うことができた。
・「江北小学校と授業交流や合同研修会の実施、情報交換などの連携ができていると思いま
すか」についての職員の肯定的な回答は35％であった。小中合同研修会などの充実を図り更
なる連携に努めていきたい。

Ｂ

・個人的には連携できていると感じている。
・小中学校の連携の推進については、授業交流や合同研修会の実
施、情報交換など積極的に進め、９年間を見通した教育を展開してほ
しい。
・場所的にも近いので必要に応じて情報交換する程度でよいのでは
ないだろうか。

校長、教頭、教務
主任

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志と誇りを高める教育

●心の教育

主な担当者
中間評価 最終評価 学校関係者評価

学校名 江北町立江北中学校

４　重点取組内容・成果指標

重点取組
具体的取組

５　総合評価・

　　次年度への展望

・学校評価保護者アンケートにおいて、「学力の向上」「生命尊重や思いやりの心を育む教育」「いじめについての早期発見」「生徒一人一人への理解」についての学校側の取り組みについて、約９割の保護者が肯定的な回答をしている。このことから、今年度の学校教育目標に沿った教育活動はおおむね推進できていると考えられる。しかし、「家庭学習に計画的に取り組んでいるか」という
問いに対して保護者、生徒とも肯定的な回答は６割にとどまっており、今後、家庭学習に対し家庭と学校とで連携した取り組みを考えていく必要がある。
・「業務効率化や時間外在校時間の削減」に対する教員の意識については８割以上の教員が肯定的な回答をしており、教職員の働き方改革への意識も高まっている。しかし、年休取得率については目標を達成することができておらず、今後は年休を取得しやすい職場環境作りにも努める必要がある。
・小中連携の一つとして、特別支援教育に係る情報交換や合同研修等での連携が進み、小中連携した適切な支援の充実が図られている。一方で、小学校との授業交流や継続した学びに関する研修等は十分とは言えず、さらなる連携を進めていく必要がある。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・学校評価保護者アンケート、生徒アンケートにおいて、「学校がわかる授業に努めているか」という問いに対しては、９割以上の保護者、生徒が肯定的に答えている。一方で、家庭学習に計画的に取り組んでいるかという問いに対しては、保護者、生徒とも肯定的に答えている者は６割にとどまっており、今後家庭学習に対する指導について考えていく必要がある。
・「生命尊重や思いやりの心を育む教育」「いじめについての早期発見」「生徒一人一人への理解」についての学校側の取り組みにおいては、8割以上の保護者、生徒が肯定的な回答を寄せていた。このことから、今年度の学校教育目標に沿った教育活動はおおむね推進できていると考えられる。また、道徳教育の授業への取り組みについても生徒、教師とも７割以上の者が肯定的な回答を寄せており、授業改善が大きく進んでいると考えられる。
・「生徒の特性に応じた教育の充実」は、特別支援教育コーディネーターによるコーディネートや小中連携の強化、また、合同研修会によるＵＤ教育への理解が進んだことにより、大きく進んだと考えている。今後も個別最適な教育の充実を図りたい。
・「業務改善・教職員の働き方改革の推進」については、教職員の意識改革も大きく進み、実際の業務改善も昨年度までに比べて大きく進んだ。今後も、教職員が働きやすい、休みを取りやすい職場環境作りに努める。

２　学校教育目標 自ら学び　心豊かに　たくましく生きる生徒の育成

３　本年度の重点目標

○確かな学力の育成

　・学習規律の確立　　・「めあて」「まとめ」「振り返り」で授業改善　　・家庭学習の質向上　　・ICTの利活用　　・小中連携の推進

○心の教育の充実

　・生徒指導・支援体制の充実　・不登校対策推進　　・道徳教育の充実　　・特別支援教育の推進　　・人権・同和教育の推進

○自主活動の推進

　・生徒会活動の充実　　・生徒主体行事の推進　　・ボランティア活動の推進　　・キャリア教育の充実　　・無言清掃の推進


